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暮らしの学び舎salmatt （2025年4月～）

私達を取り巻く社会や生活の変化への対応も受け
入れながら，自立した生活者を育むことを目的とし
て，それぞれのウェルビーイング実現のために何が
できるのかを追求していきたいと思います。

そのために，私たちが自分の生活と向き合い，自分
らしい生活を創造するための家政教育研究と，それ
を支える小・中・高等学校の家庭科指導に携わる
先生方の支援を行います。



事業内容

①複雑な生活課題の追究のための情報共有（オン

ラインによる専門家の講演等）

②家庭科の独自性を発揮できるカリキュラムと授業

づくり，教材の共同開発

教育実践者であり研究者である私たち自身が，生活者として主体的・

積極的に他者や生活事象と関わり，多様な価値に触れて自分自身の

生活のあり様を問うことが必要です。



本日のお話

１．家庭科の授業づくりのために

２．生活者として目指す資質・能力

３．家政学における生活のとらえ方

４．家政教育と家庭科教育

５．学習指導要領改訂に係る情報

６．日本家庭科教育学会の動向

７．家庭科カリキュラム構想に求められること

８．未来志向の生活創造に向けて
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家庭科の授業づくりのために

• 生活の科学的理解や，生活課題を解決する能
力と実践的な態度の育成に課題

（黒光ら，2022）

• 慢性的課題（指導の視点から）

時間数少

教科観の不明瞭さ（つくらせるのみ，カッコ埋めのみ）

生活者教育の必要性への視点弱い

家庭科の課題



１ 教科観, 指導観をみつめる

２ 家庭科の内容,生活の要素と構造および

生活をとらえる視点を整理してみる

３ 生徒の学びの実態をみつめ, 主体的で

実践的な学習方法の工夫を考える 

まず

家庭科の授業づくりのために

課題へのアプローチ

楽しく！



家庭科の教科観，指導観の問い直しのために

①家庭科の背景学問（家政学）への認識を深める

②生活経験を増やし，生活を多面的に観て課題を
とらえ，生活者としての意識を高める

③家庭科の学習内容を生活課題と関連付け，

 構造化・体系化できる

④問題解決的な学習方法，実践的・体験的な学習
方法を用いる意図を考える
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生活者として目指す資質・能力

①科学の知を総合して生活事象を解釈する力

及び生活技能取得

②生活技能習得と日常生活実践に対する価

値・態度形成

③他者との相互作用による自己の生活の創発

等の資質・能力の向上

家政学，家政教育，家庭科教育における研究
の蓄積を背景に・・・
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家政学

家政学は，人間生活における人と環境との相互作用
について，人的・物的両面から研究し，生活の質の
向上と人類の 福祉に貢献する実践的総合科学であ
る。

人の暮らしや生き方は，社会を構成する最も基盤と
なる部分である。 すべての人が精神的な充足感の
ある質の高い生活を維持し，生き甲斐を持って人生
を全うするための方策を， 生活者の視点に立って考
察し提案する。

 （日本学術会議健康・生活科学委員会家政学分野
参照基準検討分科会,2013）



家政学における生活のとらえ方

人間行動的環境

人工的環境

自然環境

文化様式
空気・水・地質

教育

通信
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友人

個人

『生活と教育をつなぐ人間学』 住田編 開隆堂 2003より引用筆者作成

衣食住生活

コミュニティ

政治

感情活動
価格
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法律
生活スタイル
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同僚
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生物的資源



家政学における生活のとらえ方

• 生活を構成する要素は多種多様であるが，家政学
ではそれらの集合体としてではなく，それら要素の
相互作用によって変化する総体として生活を捉え
る。

• すなわち，個人から家族・友人などの人間的環境，
衣食住生活などの社会的環境，エネルギーなどの
自然的環境が相互に作用し合って生活は成り立っ
ていると考える。

• そのため，個人がどのように周囲の環境に関わる
かによって生活の総体は変化する。



家政学における持続可能性の概念

出典：，日本家政学会家政学SDGsポジション・ス
テートメント検討委員会（2023.2.20），p.8
Bubolz 他が 1979 年に発表した図を改変 

家政学における人間と環境の捉え
方

「個人」や「家族」が，家
庭生活を中心とした生活に
おける諸問題を解決して，
よりよい生活を実現するた
めには，それらを取り巻く
多様で広範な環境を調整す
ることが必要である。
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家政教育と家庭科教育

家政教育とは，教育のあらゆる場において，家政学
にかかわる領域をめぐる人間の調和的発達をはか
り，人間の幸福・健康に基づき，人間社会の福祉・発
展に寄与するための教育

教育のあらゆる場

・・・家庭，学校，社会/意図的・無意図的

家庭科教育は，学校教育の教育課程を構成する一
教科「家庭科」（教科名：家庭）で展開される教育

背景学問は家政学
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文科省教育課程部会家庭ワーキンググループの情報

＜会議資料について＞

教育課程部会 家庭ワーキンググループ：文
部科学省
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo3/114/index.html

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/114/index.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/114/index.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/114/index.html


家庭ワーキンググループ開催状況

• 教育課程企画特別部会 論点整理（案）

• 令和7年９月１９日（金）

• 第1回【開催日時：令和7年10月2日（木）】

• 第2回【開催日時：令和7年10月29日（水）】

• 第3回【開催日時：令和7年12月25日（木）】

• 第4回【開催日時：令和8年1月28日（水）】

• 第5回【開催日時：令和8年3月10日（火）】

• 第6回【開催日時：令和8年4月17日（金）】

以下，第1回と第6回（最新）から資料抜粋



第1回（令和7年10月2日）資料より











第６回（令和８年４月１７日）資料より











第4回【開催日時：令和8年1月28日】参照
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日本家庭科教育学会から文科省への提案 令和7年11月17日

文部科学省初等中等教育局教育課程課長 武藤久慶様

［提案・質問書］新学習指導要領における家庭科教育の役割の明確化

と環境基盤の充実のために 日本家庭科教育学会

令和7年9月25日中央教育審議会教育課程企画特別部会において
教育課程の枠組みに関する事項など13回にわたる検討の結果をまと
め，今後のさらなる検討の深化や，各WGでの検討の前提が整理されま
した。それらの論点整理のなかで，家庭科にかかわって，中学校「技術・
家庭科」が「情報・技術科（仮称）」と「家庭科」に分かれる方向性が示
され，それを踏まえた小学校，中学校，高等学校を通じての新生家庭科
の指導の充実が求められています。これまでも，自立した生活者として
社会に参画していく力量を形成し，生活を創造する学びを保障してきた
家庭科ですが，教科「家庭」として体系的な学習内容の整理を含む質的
・量的な環境整備が急務です。



教育課程部会家庭WG（令和7年10月2日）で示された次の課題に
ついて，学会でも，特別研究委員会（新生家庭科を考えるプロジェク
ト）を立ち上げ，以下のように，これまでの学会の研究成果に基づい
て提案を行い，文部科学省，都道府県の教育委員会とともに，協力
体制を構築したいと考えております。

（１）小・中・高等学校における目標・内容・方法の体系的な整理に
関する課題について

コンテンツベースになりがちな学習指導を，「生活の課題と実践」（
小・中学校）およびホームプロジェクト（高等学校）等もあわせて，課
題設定の主体が児童・生徒となるよう，カリキュラム構想の重要性と
モデル事例を示してまいります。家庭科は，授業時数の確実な担保
により地域や家庭との連携・協働を促進するカリキュラム・マネジメン
トの実質化に貢献できます。調整授業時数制度による対応も，免許
外教員や非常勤教員が多い現状では，意見を述べることも難しいの
ではないかと心配しております。



（２）少子高齢化や社会のDX化に伴う家庭生活の変化に関する課題
について

家庭科の本質に基づいた重点内容の整理，消費者教育，金融教育と
学習指導要領との整合性，利便性重視により失われつつある家庭・地
域の生活文化の継承の内容について，これまでの研究成果に基づい
て，提案を行いたいと思います。

（３）高等学校家庭科における科目の整理に関する課題について

次期学習指導要領に向けた基本的な考え方の中で，「探究的な学習
の時間」と連携した家庭科のホームプロジェクトの学習指導の効果な
どを示し，学校全体のカリキュラム・マネジメントの中で，「家庭総合」
履修の意義を方向付ける提案を行いたいと思います。それによって，高
等学校段階における主体的な社会参加の形を実質化し，多様な興味
・関心をもつ生徒の可能性を広げることにつなげたいと考えます。



（４）デジタル学習基盤の活用に関する課題について

家庭科の特徴的な学習方法である実践的・体験的な活動において，
すでにICTの活用はかなり行われていますが，さらに効果的に使え
るように，モデル事例の提案や，プログラムの開発を行い，発信して
いきたいと思います。

（５）家庭科の指導上の環境整備に関する課題について

各都道府県の教員養成大学と教育委員会の連携によって，教員研
修の機会をさらに充実させ，教員養成段階における学習指導を補え
る環境を作りたいと考えております。



日本家庭科教育学会70周年記念プロジェクト書籍刊行企画

新生家庭科を創る（仮） 日本家庭科教育学会編

出版趣旨

日本家庭科教育学会は，1958年に設立され，家庭科教育に関する国内唯一の学

術研究団体である。これまで家庭科教育の理論構築，教育実践などを通じて，自立し
た人間形成，日本社会のウェルビーング向上に大きく貢献してきた。

情報技術の急速な進展，国家間の紛争やグローバルな課題の生起，地球規模の気
候変動等を背景として，今我々は，社会・経済システムの転換期に生きている。そして
VUCAの時代と呼ばれる現在，我々の身近な生活も変化を余儀なくされている。生
活の要素である「ひと」「もの」「こと」，それらの相互作用の中で生まれる生活価値，
生活認識，生活行為・行動（個人・家族・集団）はますます多様化している。このよう
な変化の中で，生活主体を育てる家庭科は，今，そしてこれからどのような教科として
存在すべきか，新たな視点で家庭科を再構築する必要がある。

現在，学習指導要領の改訂作業が進む中で，教育課程における教科の枠組み，学
び方，カリキュラムにおける各教科のあり様が変わろうとしている。家庭科は，学校で
単独の教科となり，小学校，中学校，高等学校と発達段階の特徴を踏まえた内容の
体系化を図ることがこれまで以上に求められる。さらに他教科との連携を模索する一
方で，ますますその独自性を明確にして家庭科教育の意義を発信していく必要があ



る。家庭科教育に関するこれまでの研究成果に立脚しつつも，急激に変容し予測困
難な現代の暮らしのあり方を直視し，これまで当たり前と捉えていた家庭科の常識を
ダイナミックに転換することも書名の「新生」の意味に含まれている。

また，社会や生活様態の急激な変化の中で，大人がつくった価値にさらされている
子どもたちの実態や課題を捉えて，その現実に向き合うことが求められている。彼ら
の生活実態，思考の仕方，関心事に，これまでの家庭科の学習内容や学習方法で十
分対応できるであろうか。学校教育における一教科としての「家庭科」の中で子ども
たちに何を伝え考えさせる必要があるのかを，現実を踏まえて再考する。２００１年に
全国の小・中・高等学校の子どもたちを対象とした家庭生活調査を実施し，2004年
にそれらをまとめて「家庭科で育つ子どもたちの力」（明治図書）を出版した。また，
2016年に家庭生活に関わる意識や高等学校家庭科に関する全国調査を高校生，
教員，社会人を対象に実施し，2019年に「未来の生活をつくる－家庭科で育む生活
リテラシー」（明治図書）を出版した。今回は，2001年調査から四半世紀を経た現
在の小・中・高等学校の子どもたちの生活実態に関わる全国調査を行う必要性を認
めた。

以上のことから，書籍の内容としては，家庭科教育学および家庭科の指針の明確

化，共有のための理念の整理と授業・カリキュラム事例（Ⅰ部）と，子どもたちの生
活の現状把握，Ⅰ章のエビデンス確立を目的とした全国調査（Ⅱ部）を考えている。
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家庭科の背景

• 学習内容は複雑で多様な生活事象である。

• 生活は時代に応じて変化する。

• 文化（地域や国）によって多様である。

• 子供たちの生活経験の少なさ，関心の低さ

• 生活事象の効率化，単一化による背景のブラック
ボックス化

• 学びの過程より結果を重視せざるを得ない現実

• 教育課程における教科時数のアンバランス

• 同時に多くの教育目標（知識・技能，思考・判断・
表現，態度）を設定する必要性
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• 教育課程における教科時数のアンバランス

• 同時に多くの教育目標（知識・技能，思考・判断・表
現，態度）を設定する必要性

なる

教えることは
多いのに時
間がない

子供たちに基本の
キから教えなけれ
ば授業にならない

多様な生活背景を
もつ子供のどこに
焦点を当てるのか

生活背景によっ
ては踏み込め
ない内容がある

学習指導要領で求
められることが多す

ぎる

妥当で公平な評
価を優先すると
授業に自由度が
なくなる



第2章

家庭科の概念型カリキュラム

構築に向けての理論的探究



家庭科の背景～課題→課題解決の考え方

• 学習内容は複雑で多様な生活事象である。

• 生活は時代に応じて変化する。

• 文化（地域や国）によって多様である。

• 子供たちの生活経験の少なさ，関心の低さ

• 生活事象の効率化，単一化による背景のブラック
ボックス化

• 学びの過程より結果を重視せざるを得ない現実

• 教育課程における教科時数のアンバランス

• 同時に多くの教育目標（知識・技能，思考・判断・表
現，態度）を設定する必要性

授業設計とその指導が
個別的な事実・知識・情報を相互に関連付けたり，個別のス
キルを相互に組み合わせたり，その原理を考えたり，教科目
標につながるような重大な観念や概念に焦点を当てること
によって解消される課題があるのではないか？

どのように大量の生活情報，知識や技能を取りあげ，その
思考を刺激する効果的な学びに構成することができるの
か。どのように「活動に基づく設計」と「網羅に基づく設
計」という双子の過ちを避けることができるのか。



本日のお話

１．家庭科の授業づくりのために

２．生活者として目指す資質・能力

３．家政学における生活のとらえ方

４．家政教育と家庭科教育

５．学習指導要領改訂に係る情報

６．日本家庭科教育学会の動向

７．家庭科カリキュラム構想に求められること

８．未来志向の生活創造に向けて



課題山積！

そんな大変な社会を支える人として頑張ろう！

というスローガン

よりも・・・

家庭科学習の意義は

「持続不可能な社会を支え，社会を活性化させる責任を果た
していく力」を育てることにあるのではなく，

「まだ誰もみたことのない持続可能な社会を思い描き，そこに
至るために達成すべき課題を自らの視点でみつけ，協働しな
がらその生活を目指して能動的に行動できる子どもたち」を
育てるところにある。（工藤）

未来志向の生活創造に向けて



生活の多様性を理解する

•生活を構成する要素は多種多様であるが，家庭科では，生活

をそれらの要素の集合体としてではなく，要素の相互作用によっ

て変化する総体として捉える。

•個々の生活者が周囲の環境に積極的に主体的に関わるかどう

かによって，生活の総体は変化する。

•現代の生活者が直面する課題は，広範囲に頻繁に形を変えて

出現し，その要因は複雑な背景をもっており，解決のためには

多面的な方策が必要。



•家庭科では，生活者の視点で生活の多様性や現代の生

活課題に向き合わせ，自分なりの問い，あるいは共同的な

学習によって生まれた本質的な問いをもたせることが期待

できる。

•また，生活の要素を内容横断的に扱うことによって，

多様で複雑な生活課題の要因を総合的に捉えることが

可能。



自分も他者も豊かな生活を送るために

家庭科で育成する資質・能力は，科学の知を総合して生活事象を解釈
する力，生活技能習得と日常生活実践に対する価値・態度形成，他者
との相互作用による自己の生活の創発である。

それは，生活主体としての成長，発達に資するものであり，主体性，積
極性，創造性や行動，実践力によって支えられ，多様で複雑な情報を
自分なりの文脈で整理し，意思決定できる力にもつながる。
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